
平成29年度 第2回 地域活動実践講座 実施報告書

日 時 平成30年2月21日（水）
会 場 かでる2・7 10階 1030会議室
参加者 19人
内 容 1.実践発表 2.グループ討議 3.講評

私の実践
「近美を愛するブリリアの会」の活動

 活動に至る経緯
 活動の呼びかけ（マンション全戸にチラシ配布）
 活動内容の紹介
・清掃活動
（4月から11月2週間に1回）
・会報発行
・親睦会実施

 『地域の課題・問題を自分事として考えません
か？』という呼びかけ

「私の地域活動」
 民生委員としての活動
（地域住民と行政のパイプ役）

 町内会役員としての活動
（参加者固定化、底辺を広げるために、
ふれあいサロンを発足させた）

 老人クラブ活動
（担い手不足により解散・消滅）

1.実践発表

丸尾 清一 氏

平川 省三 氏

2.グループワーク
3つのグループに分かれ、地域活動実践レポートの発表と交流を行いました。
〇地域活動における課題の共有
〇課題解決策の話し合い

Aグループ

組織
の若
返り

消えた65～
75歳
多様な学
習機会 の
提供

会の活性
化→飲みに
ケーションの重
要性

行事のマンネ
リ化防止に
行政のアドバ
イスを受ける

運営者
の意識
改革

飲みにケーショ
ンの導入

後継者の
確保

町内会役
員の成り手
がいない

ボランティアの
意欲を引き
出す手法を
あみだす

ボランティア意
欲を自治会
活動にいかに
つなげるか

行事のマンネ
リ化からの脱
却、思い
切った内容
に変える

役員の高齢
化・固定化、
次世代の人を
引き込む工夫
が必要

世代間で自
由に使える時
間が異なる→
三世代を対
象にした内容
のイベント

若い人、
年配者が
参加できる
行事やゲー
ム

三世代交
流をできる内
容に工夫

パソコンが得
意な人も多
いので広報
（チラシ）を
工夫する

地域での交
流が少ない

誰でも参加
できることを知っ
てもらう

輪番制で
参加してもら
い知り合いを
作り、関
係をつくる

何かやりたいと
思っている人をど
う巻き込むか→
気軽に参加す
る仕組みづくり

参加するメリット
を感じてもらう



あきらめずにで
きることから挑
戦！

地域のつな
がりがつくられ
ない状況

自助
元気で、
地域との
「和」

興味関心のあ
る人を探していく

見廻りが必
要

普段から近
所の人を知
らない

町内会活
動が活発
でない

Bグループ

Cグループ

町内会役
員成り手が
いない

町内会役
員の成り手
がいない

会合への欠
席者が多い

活動の実
際を見てもらう

3.講評

地域とのつな
がりを大切に

参加できる同
士を形成してい
く

仲間づくりを
とおして共助
を実践

キーマンを探す

運営が非
民主的

老人クラブの
会員減

やる気のない
人への声掛
け運動

活動の魅
力を知らせる

活動が健
康寿命につ
ながる

参加してもらう
ために茶話
会や飲み会
に誘う

サークル活
動を通じて
底辺を拡
大する

人間は一
人では生きら
れない 自分のことは自

分でやる

北翔大学
学長 山谷敬三郎 氏

丸尾氏実践発表への講評
 自分事として取り組むことの重要性・・・自分事と捉えられる
内容の活動でないと主体的に取り組むことはできない。

 課題は後継者・・・後継者の育成は地域活動に限らず様々な場
面で問題となっている。後継者は指名ではなく、日々の継続
的・計画的な取り組みが必要。

平川氏実践発表への講評
 声なき声をどのように拾うかが課題。そこが活動の一番難しい
点である。

全体をとおしたまとめ
 人間関係が希薄になっている。
 子どもが育つ環境（仮親の存在や、いとこの人数など）が昔と
比べて全く違う。

 そのような環境で育っている子どもたちに何ができるか考えな
おす必要がある。

 親が子どものモデリングの対象となることが理想。役割を与え
ることで、それに応えようとして成長する。

 地域が子供に目を向ける視点が変わっている。（同じ町内会で
子どもが生まれたなどの情報が入らない。）

 地域の人との感情交流が必要。


